
りました。

「今、どのようなお花が咲いていますか？」などの問

い合わせが多くなり、夏には厳しい暑さに強い花や、

冬は寒さに耐えられる花など、花に関しては現在進

行形で頑張っています。今も、時間があれば園内を

歩き、市民目線で花壇や施設を点検しています。

また偶然にも職員に木の成育状態を診てくれる樹

木医がおり、彼は花にも詳しいので、私の構想に賛

同して、協力をしてくれたので本当に感謝していま

す。構想を語るだけなら誰にでもできますが、まず自

ら行動することを大切にしています。どんなに私が

言葉で伝えても、職員が共感し、行動をともにしてく

れなければ、公園の改革は実現できませんからね。

当園は、「自由にのびのびと大人も童心に返って

子どもと一緒に遊ぶ」という場所です。青空のもと、

フィールドアスレチックで思いっきり遊んだり、動物

と触れ合ったり…。「公園に来てよかった」「また来た

い」「次はどのような花が咲いているのだろう」とい

う期待を持ってもらえるような公園を作っていきた

いと思っています。やはり、お客様があってこそ公園

が進化していくので、来園者のいろいろな話を耳に

して、そういう情報も参考にしながら進めていくとい

うのが大事だと思っています。レベルを下げずに、少

しずつ変化させながら、飽きのこない公園を作って

いけたらと思っています。

　平成元年に船橋市とアンデルセンの生誕地である

デンマークのオーデンセ市が姉妹都市を結びました。

“アンデルセン”と言ったら童話作家として有名で

すが、デンマークでは“切り紙の名手だった”という話

も有名です。そこで平成21年に「アンデルセン公園

きりがみコンクール」を開催しました。今は作品が約

2000点集まっていますが、大賞受賞者にデンマー

クへの旅「アンデルセンの足跡をたどる」という副賞

をつけています。そこで職員も同行して食や花など

を見て、現地で勉強してきてふなばしアンデルセン

公園で実現させていくことを続けています。

デンマークのオーデンセ市との交流を続けなが

ら、他の公園ではできないことをやっていかなけれ

ばならないと思っています。

「子ども美術館」というゾーンは、美術館という名

前がついていますが、そこは子どもたちが想像して

物づくりを体験できるところです。子どもたちが遊

べるいろいろな施設が日本にはあると思いますが、

自由な発想が出来るところばかりではないでしょう。

結局は大人が作った施設で子どもたちが遊ぶ形に

なっている施設も多いように思います。昔の子ども

たちは野原で自分たちの仲間とルールを作りなが

ら遊んでいたりしました。

「子ども美術館」では、子どもたちが自由に想像を

膨らませ、五感を使ってオンリーワンの作品を作る

ことができる場所です。自分で考え、工夫しながら創

造を楽しむことで、自然と自主性が育まれます。そん

な体験を通して、子どもたちの創造力や感性を引き

出すことが、この美術館の役割です。

４月（卯月）新学期
  前田 由紀
　／渋谷教育学園渋谷中学高等学校司書教諭

新学期、期待と不安が入り混じる情景は、韓国の中
学でも同様のようです。小説『チェリーシュリンプ　

わたしは、わたし』は、「ケック
ルクル、クラス替え、大成功！」
のおまじないから始まります。
中学 2 年のダヒョンは、仲良し
5人組で行動していますが、
皆と合わせるために本当の自
分を出せずにいます。そこで、
未公開のブログ、チェリーシ

ュリンプでは、自分本来の姿を綴ります。チェリーシュ
リンプとは、小さな熱帯魚ですが、たくましい生命体。
良いネーミングです。さあ、クラス替えはどうなった
でしょうか。新しい仲間に出会い、「すっくと立つ木」に
成長するダヒョンは、悩めるあなたにとってきっと心
強い友となるでしょう。

新しい出会いの季節。次に工藤直子さんの詩「あい
たくて」（『日本語を味わう名詩入門18工藤直子』）を
紹介します。「だれかに　あいたくて　なにかにあい
たくて　生まれてきた－　そんな気がするのだけれど
」　誰かに、そして何かにいつも私たちは出合うことを
願っています。実際に、新聞社主催のワークショップで
工藤さんにお会いしたことがあります。皆と握手をし

て、「これで皆さんとお友だちで
す」と言われ、心温かい方でした
。印象に残っているのは、出され
た 5 編位の詩を読んで、その中
から好きな詩を選んでそれぞ
れ語るのですが、その詩には作
者名が書かれていませんでし
た。工藤さんが強調したのは、

作者が誰かで評価するのではなくその詩そのものに

対する自分の意見・感性を大事にしてほしいというメ
ッセージです。このことはそれ以降、自分の意見に少
し自信がもてるようになりました。

 それにしても、ざわつく季節です。ここは、ひとまず落
ち着きましょう。ドイツのトップリーグ、ブンデスリー
ガで長年活躍し、昨年引退した長谷部誠選手が、20
代の時に執筆した『心を整え
る。』についてお話します。こ
の中に、「整理整頓は、人生の
半分である」というドイツの諺
が出てきます。整理整頓をし
ていれば、人生の半分は上手
くいくということです。多くの
リーグ優勝をして運が良いと言われるそうですが、運
をたぐり寄せる調整をいつも一人でしているというこ
となのです。

  最後の本は、新しい門出を祝して、最初に日本人とし
てノーベル賞を受賞した湯川秀樹氏の自伝『旅人 あ

る物理学者の回想』です。ど
うして戦後まもなくノーベ
ル賞を受賞できたのか。彼
が幼少期から小中高そして
理論物理学を専攻して、20
代独自の仮説にたどり着く
までの若き日の軌跡が描か
れています。「ただ、私は学

者として生きている限り、見知らぬ土地の遍歴者であ
り、荒野の開拓者でありたいという希望は、昔も今も
持っている。」
さあ、皆さんもこれから新たな旅の始まりです。

ファン ヨンミ・作
吉原 育子・訳
金の星社

長谷部 誠 ・著
幻冬舎

萩原昌好・編
おーなり 由子・絵
あすなろ書房

湯川 秀樹・著
KADOKAWA
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